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講義概要 (教科書 p7–12も参照)

・P (∅) = 0。
・余事象の法則：P (Ac) = 1− P (A)。
・確率の単調性：A ⊂ Bならば P (A) ≤ P (B)。
・P (A ∪B) = P (A) + P (B)− P (A ∩B)。
・硬貨投げやサイコロ投げの試行に対応する確率空間。

補充問題

[1] 事象A,Bが P (A) = 1
2
, P (B) = 3

8
, P (A ∩B) = 1

8
をみたすとき、次を求めよ。

(1) P (Ac ∩B), (2) P (Ac ∪B).

[2] 事象A,B,Cが P (A) = P (B) = P (C) = 0をみたすとき、P (A ∪B ∪ C) = 0を示せ。

レポート問題１ 以下の [3],[4]の解答を、次回の授業の終わりに提出して下さい。あるい
は、619号室の入口の袋に事前に提出しても構いません。(授業に関する要望・質問等が
あれば、レポートの余白に記入して下さい。)

[3] 1の目の出る確率が p2、2, 3, 4, 5の目の出る確率がそれぞれ p、6の目の出る確率が 1
2

であるような不公平なサイコロを考える。
(1) 定数 pの値を求めよ。
(2) このサイコロを 1回投げたときに奇数の目の出る確率を求めよ。

[4] 表の出る確率が 3
5
、裏の出る確率が 2

5
であるような、区別できない硬貨を 2枚同時に

投げる試行を考える。このとき対応する確率空間 (Ω,F , P ) を具体的に書け。(注：硬貨は
区別できないので、「表の出た枚数」だけが観察される。)
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